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海岸域

●河道掘削（河床撹乱、樹木伐採）＋置き土

樹林化した砂州に堆積している砂を下流に流出させる。

日野川6.2k付近の砂州では、砂州の一部を掘削し撹乱が生じ
やすくすることで、洪水により砂州の堆積土砂が流出した。この
ように砂州の一部掘削と置き土を合わせて行うことで海岸への
土砂供給を増加させる。なお、河道域に対しては樹木の維持管
理対策となる

河道域

H23.8.1（洪水前）

H23.9.10（洪水後）

日野川6.2kの現地実験

H24.3撮影 河口砂州

●維持掘削＋養浜

河口砂州の堆積土砂は海浜構成材料よりも粗く、養浜材料として適している。
一方、内水被害を防止するため維持掘削が必要であり、掘削土砂を養浜材料
として有効に利用する

河口域

●透過型砂防堰堤の整備
●既設砂防堰堤のスリット化
●維持掘削+置き土
透過型砂防堰堤では、土砂堆積により除石が必要となる

場合があるが、土砂の有効利用の観点から、除石管理が必
要となる前に掘削+置き土策を実施する

砂防域

●掘削・浚渫したダム堆積土砂を置き土
ダム貯水池に堆積した土砂を掘削・浚渫して、ダム下流河川の河

道内へ置き土することで、洪水時に土砂を流下させる。

ダム域

置いた土砂が洪水時に流下

植生・樹木繁茂と土砂堆積

流れの向き

※赤字：実施中の対策

水面以下が計測できない

日野川総合土砂管理における ALB を活用した洪水後の河床変動特性の把握について 
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１．日野川流砂系の総合土砂管理計画の策定の経緯   

 鳥取県西部に位置する一級水系日野川は，かつてたたら製鉄に伴う「鉄穴流し」が盛んに行われたことで，大量

の土砂が供給されていたが，大正末期の鉄穴流しの終焉後，上流からの流出土砂の減少により海岸侵食が始まった． 

一方，火山活動が終息した大山は，風化・侵食に加え，昭和初期の森林伐採等により，土砂の流出量が増大して

いるが，かつての鉄穴流し程の土砂量ではない．また，河口域では，河口閉塞，河道域では砂州の樹林化や局所洗

堀，ダム域では，ダム堆砂の進行などの課題があり，日野川流砂系全体の問題として対応を図ることが重要である． 

 そこで，流砂系全体の問題の解決と

して，平成 23 年 9 月に「日野川水系及

び皆生海岸総合土砂管理連絡協議会」

を設立し，「日野川河道が持つ土砂供給

能力を最大限に引き出し，日野川流域

からの土砂供給の人為的な減少分の回

復に努めるとともに，海岸保全対策に

より，海岸線の維持，回復を図る」こ

とを目標とした「日野川流砂系の総合

土砂管理」を平成 27 年 3 月に策定した． 

 策定した計画に基づき，各領域にお

いて土砂供給対策（図-1）やモニタリ

ングを実施している．なお，本研究は，

国土交通省中国地方整備局日野川事務所からの委託により実施した業務の一部を研究として報告する．  

 

２．河道域における ALB の適用  

 河道域では，平成 25 年度に置き土・砂州先行掘削を実施し，平成 28 年度から UAV レーザ測量による出水前後

の対策箇所の効果を把握してきた．しかし，UAV レーザ測量は，

陸域部しか計測できないため，水面以下の河床変動量が不明瞭（図

-2）であった．河床変動量が不明瞭であると，平面二次元河床変

動計算の再現性や，土砂供給対策を実施する際の予測計算（効率

的に海岸域に流下できる箇所の選定，置き土の形状等）の精度向

上を図ることができない． 

 そこで，本研究では水中を透過するグリーンレーザ（ALB レー

ザ測量）を用いて，水面以下の河床変動特性も把握した．本研究

で用いた ALBレーザの諸元を表-1に示す． 

 キーワード ALB，河床変動特性，総合土砂管理，UAV，平面二次元河床変動解析，平成 30 年 9 月出水 

 連絡先 〒734-8510 広島県広島市南区出汐 2 丁目 3-30 中電技術コンサルタント株式会社  TEL 082-256-3356 

図-1 日野川流砂系の総合土砂管理計画の概要 

図-2 UAVレーザ測量結果 
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３．ALBを用いた河床変動特性の把握  

 台風 24 号に伴う平成 30 年 9 月 30 日の出水は，近年最大とな

る流量（車尾基準地点で約 2,800m3/s）を観測した．そこで，9

月出水後の河床変動量を把握するために，平成 30 年 7 月出水後

の地形データと平成 30 年 9 月出水後の地形データの差分解析を

行った． 

 その結果，水面以下の河床の大きな変動を把握することができ

た（図-3）．河道域では，概ね土砂収支（流出と堆砂の和）が一

致しているが，海岸域では堆砂傾向にあった． 

 

４．平面二次元河床変動解析による土砂動態の検証  

 平成30年9月出水を対象に平面

二次元河床変動解析を行い，上記

で得られた ALB 解析結果（河床変

動量と地形データ）と比較し，モ

デルの再現精度の確認を行った．

なお，初期河道は，ALB レーザ測

量結果の平成 30年 7月出水後の河

道とし，計算格子は，約 40m×約

16m（縦×横），下流端条件は，平

成 30年 9月の実績水位（皆生大橋），

上流端条件は平衡給砂とした． 

 土砂供給対策箇所（1.2k，2.0k）

を対象に比較・検証を行った結果， 

1.2k及び 2.0kの横断面は，9月出

水後の ALB レーザ測量の地形横断

面と概ね一致した（図-4）．  

 

５．今後の課題  

 本研究では，ALBレーザ測量を

用いて河床変動特性の把握を試

みた．その結果，河道域の変化

に比べ，海岸域では土砂の堆砂

が確認された．また，平面二次

元河床変動解析による再現精度

は概ね一致したが，対策箇所以

外では再現性が低い箇所が見ら

れた． 

 今後も ALBを活用し，平面二次元河床変動予測モデルの精度を向上させ，新たな土砂供給対策箇所も含めて効果

検証を実施していく必要がある． 

表-1 計測機材及び計測諸元 

図-3平面二次元河床変動解析結果(左)と 
ALBレーザ測量による差分解析結果(右) 

図-4(1) 1.2kにおける横断比較図 図-4(2) 2.0kにおける横断比較図 
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